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問題意識 
 国連 Millennium Development Goals の貧困の削減に寄与すべく、途上国の経済発展には、
現地の起業家によるローカルビジネスの活性化が必要であると考える。 
 先進国企業の直接投資による雇用創出のインパクトが大きいと言われているが、その反面で
政治不安定な状況下で政策的な法規制などの変化が起こりやすく、多国籍企業の撤退や規模の
縮小が発生しやすいため、持続可能性の高いインパクトに期待する事が困難である。  
 政治不安定、気候変動の影響を受けやすい第一次産業への高依存など、従来から不確実性の
高い環境におかれている途上国ビジネスは、現地の起業家によるローカルビジネスの活性化が
必要である。現地の起業家によるローカルビジネスは雇用や生産・調達・販売が現地に根ざし
ている事から撤退の可能性が低く、先進国企業の直接投資よりも現地で事業継続性が高いため
である。 
 途上国では家庭の貧困や学校へアクセスの悪さなどにより就学率が低い。高学歴の者には安
定した就職の機会が与えられるが、就学率の低さからその機会は一部の人に限られている。失
業率が高く、雇用の需要が少ない状況、すなわち所得機会の不足（＝貧困）は、これまで援助
によって解消されてきた。「援助慣れ」という言葉にも象徴されるように、途上国の貧困問題
は、先進国の ODA や国連などの国際組織による継続的な努力で改善されてきたが、十分に期
待された成果が得られていない。援助の是非以外に現地の内的な要因が重要であるとの指摘も
存在する(William Easterly, 2005)。そこで本論では、ローカル起業家が生まれることにより、
学歴を問わず失業率を下げ、所得を確保するにはどうしたらよいかを考察する。ローカル起業
家が多く現れることで雇用創出、所得増加の効果が期待できる。この論文では、特にローカル
起業家が起業する際の内的要因、主たる起業へのモチベーションは何なのかを考察し、ローカ
ル起業家の出現を促す条件を明らかにした。 
 
 仮説の導出 
H１：職業経験と教育機会は起業家増加に正の影響を与える 
H２：ロールモデルの存在が起業家増加に正の影響を与える 
H３：出稼ぎ労働及び出稼ぎ労働の勤務地の多様性はビジネスチャンス認知を促すため起業
家増加に正の影響を与える 
H４：交通インフラ(TV メディア、インターネット、携帯電話)の整備はビジネスチャンス認
知を促すため起業家増加に正の影響を与える 
H５：顧客の付加価値認知はビジネスチャンスを促すため起業家増加に正の影響を与える 
 
研究方法 
 事例研究を行う。 
* ２０１２年８月４日から１０日間、ガーナ及びタンザニアのフィールドスタディに参加
する。その際に現地の起業家にインタビューをする。 

* 日本在住の途上国出身者で且つ起業経験のある人物にインタビューをする。 
 


